




mi’a layla wa layla, ed. Mah・mu
-d T・arshu
-na, Libya and Tunis, Da- r al-‘Arabl-ya li al-
Kita- b, 1979, pp. 240-293である。出版当時判明していたフランスとチュニジアにある６種
（R. Basset旧蔵本は見ていない可能性がある）の写本のうち、1776年という最古の写本年


















































１．シンドバードの物語 象 elephantus 5
一日目 7
2
２．第一の大臣の第一の物語 獅子 leo 8
３．第一の大臣の第二の物語 告げ口鳥 avis 9
二日目 10
４．愛妾の第一の物語 洗濯屋 lavator 10
５．第二の大臣の第一の物語 パン panes 11
６．第二の大臣の第二の物語 剣 gladius 12
三日目 13
７．愛妾の第二の物語 鬼女 striga 13
８．第三の大臣の第一の物語 蜂蜜 mel 15
９．第三の大臣の第二の物語 砂糖 zuchara 15
四日目 16
10．愛妾の第三の物語 泉 fons 16
11．第四の大臣の第一の物語 浴場主 balneator 18
12．第四の大臣の第二の物語 涙を流す小犬Ⅰ canicula I 18
五日目 20
13．愛妾の第四の物語 猪 I aper I 20
14．第五の大臣の第一の物語 猟犬 canis 21
15．第五の大臣の第二の物語 マント pallium 21
六日目 24
16．愛妾の第五の物語 猿 simia 24
17．第六の大臣の第一の物語 魚は雄か雌か piscis 25
18．第六の大臣の第二の物語 ケーキの象 elephantinus 26
七日目 27
19．第七の大臣の第一の物語 三つの願い nomina 27
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ 「 」内の冒頭「王さま」は「娘」とあるべきかと思うが、底本通り。原註によるとこの「 」内の台
詞は底本写本にはないとのこと。フランス語訳にもない。この文がどの写本から採られたものかは記され
ていない。ギリシア語版やシリア語版には同様の台詞がある。
